
記念艦「三笠」（三笠公園内）
明治35年（1902年）にイギリスで竣工した戦艦。明治38年（1905年）
の日本海海戦において連合艦隊の旗艦として勝利に貢献。この勝利
により日露戦争は終局に向かい
講和が成立、日本は近代国家の
仲間入りを果たしました。大正
15年（1926年）に「記念艦」と
なり、当時の歴史や建造技術を
伝えています。
指定等の状況：未指定
住所：横須賀市稲岡町82-19
見学：見学可

ラッパ君が代
朝夕に、艦船上での国旗や自衛
隊旗の掲揚と降納に合わせて港
に響き渡るラッパの音は、鎮守
府のまちならではの伝統を体感
することができます。
指定等の状況：未指定
住所：―
見学：不可

明治期の日本は、近代国家として西欧列強に渡り合うため
の海防力を備えることが急務であった。このため、国家プロ
ジェクトにより天然の良港を四つ選び軍港を築いた。静か
な農漁村に人と先端技術を集積し、海軍諸機関と共に水
道、鉄道などのインフラが急速に整備され、日本の近代化
を推し進めた四つの軍港都市が誕生した。百年を超えた今
もなお現役で稼働する施設も多く、躍動した往時の姿を残
す旧軍港四市は、どこか懐かしくも逞しく、今も訪れる人々
を惹きつけてやまない。

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を
語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として文
化庁が認定します。
このストーリーを語る上で不可欠な、魅力ある有形・無形
の様々な文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活
用し、国内外に戦略的に発信することによって地域の活性
化を図ります。

世界遺産は登録される文化財等の価値付けを行い、保護を
担保とすることを目的としています。一方で、日本遺産は既
存の文化財の価値付けや保全のための新たな規制を図るこ
とを目的としたものでなく、地域に点在する遺産を「面」とし
て発信することで、その地域の魅力ある特色をわかりやすく
表現し、地域活性化への活用や文化財への理解を促進する
ことを目的としています。
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本町山中有料道路 米海軍横須賀基地

至横浜

■京急線横須賀中央駅ご利用の場合
　三笠循環バスで「三笠公園」バス停下車
■JR横須賀駅ご利用の場合
　路線バスで「大滝町」バス停下車、徒歩７分
　三笠循環バスで「三笠公園」バス停下車
■お車の場合
　横浜横須賀道路 横須賀IC～本町山中有料道路、
　終点から５分
　付近に駐車場あり（有料）
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記念艦「三笠」へのアクセス

その他の
構成文化財への
アクセスは
コチラから!!

横須賀 舞鶴
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旧軍港四市
シンボルマーク

（松本零士氏デザイン）



横須賀の日本遺産構成文化財群
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